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2月 度理事会概要

開催 日時 : 平成 25年 2月 21日 (木)15時 00～ 17時 00分
開催 場 所 :  文京区民センター 2階 B会議室

文京区本郷 4-15-14
出席役員数 :   6人

(1)理 事長挨拶
理事会に参集いただきありがとうございます。

只今から2月 度理事会を開催 します。宜 しく、お願いします。

(2)業務報告

① 事務局運営・渉外
。2月 15日 (金 )梓設計事務所訪問 (広江副理事長、岡野事
務局長。 日本設計事務所懇談会会長・山下設計の紹介による)。

「防排煙設備実務必携」の発行等、当組合活動にういて説明。

6～ 7月 頃講習会開催の要請を受けた。受講者にテキス トを販

売 して欲 しいとのこと。

・第 46回組合通常総会 (5月 23日 )ま でのスケジュールが事
務局から報告された。

② 広報 :防災組合ニュース 2月 10日 号 発行

③ 教育 :特になし。

④ 福利厚生・企画 :1月 17日 (木 )新年賀詞交歓会収支報告。

⑤ 財務

売上は前年対比でほぼ同額である。仕人の値引き交渉を行つたが

売上利益率が厳 しくなつているので、厳 しい決算になりそ うであ

る。

⑥ 共同購買

財務報告にあつた通 り厳 しい状況にあり、年度末に向け引き続き



各位のご協力をお願いする。

⑦ 開発、青年部会 :特 になし。

③ 防排煙設備検討委員会
。2月 14日 、第 36回の委員会を実施。「防排煙設備実務必携Ⅱ」
はグラ刷 り段階になった。

・先ほど、「事務局運営・渉外」で報告の通 り、建築設計業界ヘ

の働きかけも積極的に進めてお り、 6～ 7月 の講習会資料も考
えたい。

⑨ 支部運営促進 。その他の事業 :特になし。

(3)議案の審議

第 1号議案 理事会の開催方法について
時間配分を報告事項よりも審議事項にウエイ トを掛ける

方向で引き続き検討 していきたい。 (継続 )

第 2号議案 新年度予算案について
財務担当から予算案を提示 し、内容説明・審議を行った。

(継続 )

第 3号議案  50周 年記念行事について
平成 26年度の通常総会を目処に記念行事を行 う。
・記念パーティーを行 う。

・記念品として、例えば 30年～ 50年の記録をまとめて
配布 してはどうか。(CD形式、または 冊子形式 )
・特別予算計上を検討する。 (案 :300万 円程度 )

(4)そ の他
。次回理事会・・・平成 25年 3月 21日 (木 )

午後 3時 00分～ 5時 00分
於 :文京シビックセンター  5階 B会議室

・三役会・・・ 4月 18日 (木 )
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平成 25年 2月 度業務報告
・月 日 (曜)    ・内 容 等           ・来局理事等

1月 17日 (木) 1月 度理事会兼役員会
於 :東京ガーデンパレス 3階会議室
新年賀詞交歓会

於 :東京ガーデンパレス 2階 「高千穂の間」

1月 25日 (月 ) 防災かながわ協同組合新年会 ・・・ 広江副理事長

1月 29日 (火) 業務決裁     ・・・ 大塚専務理事

1月 30日 (水) 業務決裁     ・・・ 藤岡副理事長 (会社にて)

2月  6日 (水) 研究部会 (組合事務所にて)
50周年記念事業について  ・・・ 永井理事長、他

2月 13日 (水) 小出会計事務所 (経営診断)

2月 14日 (木)第 36回防排煙設備検討委員会 (文京シビックセンター5B)
・・・ 広江副理事長、他

2月 15日 (金) 梓設計事務所訪問 ・・・ 広江副理事長、岡野事務局長
防災組合ニュース (1月 10日 号)及び機関紙「防災設備」      :

発行        |

2月 21日 (木) 2月 度理事会 (文京区民センター2階 B会議室)
業務決裁     ・・・ 藤岡副理事長



:  
中小企業団体中央会

調査結果の概要

東日本大震災が組合に対して与えた影響について

回答のあつた 1,224組合の東日本大震災が組合に対して与えた影響については、

「共同事業売上の減少」が 320組合 (26.1%)、 「式典・イベント等の中止 。延期」

が253組合 (20.7%)、 「計画停電・節電による業務の停滞」が 229組合 (18.7%)、 「燃

料。原材料の調達困難」が223組合 (18.2%)、 「物流悪化による業務の停滞」が 189

組合 (15.4%)、 「共同事業の停滞」が 128組合 (10.5%)、 「組合員の減少」が 111組

合 (9.1%)、 「共同施設、什器備品等の被害」が 85組合 (6.9%)、 「関係先との連絡

不通Jが 83組合 (68%)、 「資金繰りの悪化」が68組合 (5.6%)、 「物価の上昇」が

67組合 (5.5%)、 「通信・ネットワークシステムの障害」が 66組合 (5.4%)、 「事務

局機能の停滞」が 43組合 (3.5%)、 「共同事業売上の増加」が 34組合 (2.8%)、 「そ

の他」が 24組合 (20%)と なつている。なお、「影響は特になかったJは 443組合

(36.2%)と なつている。また、「その他」としては「帰宅困難」、「通勤困難」、「外

国人技能実習生の帰国」、「組合員の被災地からの移転」、「行政機関との連絡増化」

などが挙げられている。 (図 1)

東日本大震災は東北地方に甚大な被害をもたらし、関東地方でも被害を被った地

域がある。福島第一原子力発電所の事故の影響も併せ、我国経済に計り知れない損

失を与えている。今回の調査では、「影響は特になかつた」とする組合が多かった

一方、震災が組合に与えた影響の回答内容は多岐に亘つており、最も多かったのは

「共同事業売上の減少」であった。消費マインドの低下や風評被害、品不足等が売

上減少の原因として考えられる。本会が四半期毎に実施している景況調査において

も、震災発生から 1年半以上が経過しているにもかかわらず、売上の減少が続いて

いることが示されており、依然として多くの組合が震災の影響を払拭出来ないもの

と推察される。

また、「計画停電・節電による業務の停滞」、「燃料・原材料の調達困難」、「物流

悪化による業務の停滞」があつたとする回答も上位を占めており、多くの組合が震

災後、事業の継続に困難を来していたことが明らかとなった。

本会が震災直後に実施した調査では施設等に直接被害を被った組合について正

確な組合数を把握できていなかったが、今回の調査において85組合で「共同施設、
什器備品の被害」があったことが判明した。
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なお、組合

①製造業

②建設業

③運送業

④卸売業

⑤小売業

⑥サービス

員の主な業種別に最も多
かつた回答を見ると以下の通りとなった。

「計画停電・節電による業務
の停滞」及び「共同事業売上の減少」

「共同事業売上の減少」

「燃料 。原材料の調達困難」

「式典・イベント等の中止・延期」

「共同事業売上の減少」

業「共同事業売上の減少J

図 1 東日本大震災が組合に対して与えた影響  [M・ A n=1,224]

共同事業売上の増加

共同事業売上の減少

共同事業の停滞

共同施設、什器備品等の被害

計画停電・節電による業務の停滞

物流悪化による業務の停滞

物価の上昇

燃料・原材料の調澤困難

通信・ネットワークシステムの障害

資金繰りの悪化

事務局機能の停滞

関係先との連絡不通

式典・イベント等の中止・延期

組合員の減少

影響は特になかつた

10%
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介護施設火災

20■ 3年 (平成 25年)2月 9日 (土 曜 日 )

一次
居
堵
４
人
が
死
亡
し
た
長
崎
市
の
グ
ル
＝
プ
ホ
ー
ム

「
ベ
ル
バ

ウ
玄
凍
山
手
」
の
火
災
で
、
２
階
中
央
付
近
の
居
室
の
燃
え
方
が
激

し
ぃ
に
と
が
９
日
、
長
崎
市
消
防
局
な
ど
の
調
査
で
分
か
っ
た
一
長

崎
県
警
と
消
防
局
は
、
こ
の
付
近
が
火
元
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と

火
災
が
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
ベ
ル
ハ
ウ
ス
東
山
手
」

（９
日
午
前
、
長
崎
市
）

認

市
に
よ
る
と
、
施
設
の
定

員
は
９
人
で
ヽ
１
階
に
３
つ
、

２
階
に
６
つ
の
居
室
が
あ

っ

た
。
大
浦
署
に
よ
る
と
、
死

亡
し
た
４
人
の
う
ち
３
人
が

２
階
の
入
居
者
だ

っ
た
。

長
崎
市
に
よ
る
と
、
昨
年

施
設
を
実
地
指
導
し
た
際
、

非
常
階
段
に
植
木
が
複
数
置

か
れ
て
お
り
ヽ
検
証
で
は
避

難
経
路
が
確
保
さ
れ
て
い
た

．か
も
確
認
す
る
。

火
災
は
８
日
夜
発
生
。
大

浦
署
に
よ
る
と
、
入
居
者
１０

人
と
管
理
人
、
職
員
の
計
１２

人
が
搬
送
さ
れ
た
。
死
亡
し

一
夜
が
明
け
た
９
日
午
前
、

激
し
い
炎
の
跡
が
残
る
中
で

現
場
検
証
が
始
ま

っ
た
。
周

辺
は
風
が
吹
く
と
、
わ
ず
か

だ
が
焦
げ
た
に
お
い
が
漂

っ

た
。

午
前
９
時
前
、
長
崎
市
消

防
局
の
職
員
数
人
が
険
し
い

表
情
で
規
制
線
の
中

へ
入

っ

て
い
っ
た
。
そ
の
後
は
、
警

察
や
消
防
の
車
両
が
断
続
的

に
出
入
り
。
長
崎
県
警
の
警

察
官
数
人
は
ほ
う
き
や
バ
ケ

ツ
を
抱
え
て
建
物
に
向
か

っ

た
。

市
建
築
指
導
課
は
２
０
１
０

年
４
月
、
県
外
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
火
災
を
受
け
市
内
の

施
設
を
緊
急
点
検
し
た
。
ベ

ル
ハ
ウ
ス
東
山
手
で
は
、
２

階
に
建
物
内
部
の
延
焼
を
防

ぐ
防
火
扉
が
な
く
、
火
災
時

に
消
防
士
が
救
助
に
入
る
進

入
口
が
狭
い
な
ど
の
建
築
基

準
法
違
反
が
見
つ
か
り
、
改

善
す
る
よ
う
行
政
指
導
し

た
。同

年
９
月
に
再
調
査
す
る

と
、
進
入
日
は
十
分
な
広
さ

防
火
の
不
備
是
正
せ
ず

枠
だ
け
の
窓
、焦
げ
た
壁

枠
だ
け
を
残
し
た
窓
、
黒

く
焦
げ
た
周
囲
の
壁
、
原
形

を
と
ど
め
て
い
な
い
エ
ア
コ

ン
の
室
外
機
。
長
崎
市
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
ベ
ル
ハ
ウ

ス
東
山
手
」
で
は
火
災
か
ら

火
災
で
入
居
者
が
死
亡
し

た
長
崎
市
の
高
齢
者
向
け
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
ベ
ル
ハ
ウ

ス
東
山
手
」
は
、
防
火
設
備

に
不
備
が
あ
る
と
し
て
過
去

に
長
崎
市
か
ら
改
善
を
求
め

ら
れ
な
が
ら
、
十
分
な
是
正

を
し
て
い
な
か

っ
た
。
長
崎

が
確
保
さ
れ
て
い
た
が
―、
防

火
扉
の
問
題
は
未
解
決
の
ま

ま
だ
つ
た
た
め
２
度
月
の
指

導
を
も
上
。
し
か
も
強
制
功

の
な
い
行
政
指
導
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
ヽ
一施
設
側
か
ら
そ

の
後
の
対
応
の
報
告
は
な

く
、
市
も
そ
れ
以
降
、
改
善

を
求
め
な
か
っ
た
。
最
終
的

に
防
火
扉
が
取
り
付
け
ら
れ

た
か
は
不
明
で
い
市
は
現
状

を
確
認
す
る
と
い
う
。
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い
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ア
イ
一
エ
ル
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ス
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の
桝
屋
幸
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代
表

＾
６‐
Ｙ
は

９
「
夜
、
長
崎
市
内
で
報
道

陣
の
取
材
に
応
じ
ヽ
火
元
と

み

・ら
れ
る
２
階
に
建
物
内
部

の
延
焼
を
防
ぐ
防
火
扉
が
な

い
こ
と
に
つ
い
て

「
設
置
し

て
い
た
か
ど
う
か
、
は
わ
き

り
覚
え
て
い
な
い
」
と
述
べ

た
ず
ま
た

「た
く
さ
ん
扉
が

＾
か
え
っ
て
）
入
所

者
に
不
自
由
だ
」
と
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い
ま

い
な
説
明
を
し
た
。
　

■

桝
屋
代
表
は

「
ご
遺
族
に

7

の
部
屋
か
ら

「ゴ
ト
ン
」
と

鼈
藝
墾
』亀
囲̈は
麒
一■
曜
隕
牌

一　

一１

●

一■

■̈

¨
■

一̈
■

■̈

■

■́

■

１

一■

●

■

一ヽ

■

Ｌ

一一̈
一
Ｌ

■

一̈
■

一
■̈

卍
Ｌ

〓

の
設
置
を
促
す
よ
う
全
国



一資
〓
一
一
ｌ■
Ｆ
一一
肝
一̈Ｆ一Ｆ
一一
一
一
一一」
■
〓
卜
一・■
， 一
「
「
‥ヽ―‐‐「
引
一■
長
崎
市
に
よ
る
と
ｒ
Ｌ
ア

イ‐
一
エ
ル
一
エ
ス
Ｌ
が
ベ
ル

ハ
ウ
ス
の
近
く
で
運
営
す
る

一
グ
ル
ー
プ
ホ
ト
一
オ
ラ
ン

ダ
坂
」
を
，２
０
■
０
年
４
月

に
調
査
し
た
際
ド
火
災
時
の

避
難
の
た
め
の
非
常
用
照
明

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
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判
明
し
た
。
　

一　
　
一一

・一
さ
ら
に

「ア
イ
一
エ
ル
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か
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、
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上
４
階
建

て
建
物
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は
倉
亭
と
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る
書
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お
リ
ギ
３
階
に
居
住
者
が
い
・

る
こ
と
を
、
市
側
は
火
災
後

に
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と
い
う
。

３
階
の
居
住
者
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亡
く
な

っ
た
中
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千
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子
さ
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い
「
ア
イ

。
エ
ル

・
エ
ス
」

系
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の
訪
間
介
護
事
業
者
か

ら

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
受

が
撥
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斜

ど
し
て
い
た
。

ノ

●
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火災現場での救助活動協力者に署長感謝状を贈呈

本郷消防署

当署では、平成 25年 2月 8日 (金)、 火災現場において救助活動に協力したエス トニ

ア国籍の会社員ジュラヴリョフ・オレグ氏 (40歳男性)に本郷消防署長 (須田 隆蔵)
から感謝状を贈呈しました。

これは、 1月 10日 (木)午後6時 45分頃に、文京区千駄木三丁目の住宅密集地で発
生した火災の際、消防隊が到着する前に火元建物の隣に居住する日の不自由な高齢男性を

救助したことによるものです。

氏は付近を偶然通りかかったところ、きな臭いにおいと炎で火災に気づき、声の聞こえる

住宅に飛び込むと、高齢者の夫妻が避難しようとしていました。氏はすぐに男性に靴をは

かせ、杖を持たせた上、背負つて避難させました。夫妻の住宅は残念ながら全焼被害を受

けましたが、迅速な救助活動が行われたことで、夫妻は怪我もなく避難することができま

した。

贈呈式には、救助されたご夫妻も立ち会われ、氏にお礼を述べておられましたが、氏は「と

つさの行動で無我夢中でした。怪我もなく無事に避難できてよかったです。」と話してい

ました。

本郷消防署では、この勇気ある行動に敬意を表するとともに、今後も消防活動技術のさら

なる向上に取組み、火災被害の軽減に努めてまいります。

(文責 防火管理係 藤田)
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事 務 局 だ よ り

◎組合の主な予定

3月 21日  3月 度理事会
3月  末日 永年勤続表彰者推薦依頼
4月 10日  通常総会の公告
4月 26日  4月 度理事会
5月 23日  通常総会 (第 46回 )

◎共済制度について

●消防設備保守・点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携

しています。請負業者賠償責任保険 。生産物 (完成工事)賠償責任保険・

受託者賠償責任保険がセットになった総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

● 団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携

しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、

ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。
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